
平成30年度 完全合格対策講座 強化ポイント
①考えながら作図をしている
②書き直しをしている
③余計な動きをしている

実習中は講師による巡回指導をさらに強化！
受講生の手元を確認し、
作図のスピード・中身を徹底指導！

講師は「受講生全員合格」をめざして
全力で指導にあたります！

目の前の受講生の全員合格に向けた
当学院講師陣の姿勢をご紹介します。

受講生自身の復元図を使用したグループミーティング形式で弱点分析を図ります。
また早期から受講生間のコミュニケーションを活性化し「教室全員が合格する」ことの意識を共有します。

新規設定 グループミーティング（昨年度の復元図面を確認）

知識（わかる） → 用具の使い方、線の引き方を確認します。
実習（できる） → 作図パーツトレーニングを使用し、実際に手を動かして確認します。

改訂強化 目指すべき作図レベルの確認／正しい図面の描き方の確認

受講生作図スタートと同時に学院の求める速度の作図完成動画を同時に放映。
作図スピードを体感し、作図力強化を図ります。

強化改訂 作図実習／目標とする作図レベル（精度・スピード）を確認

講義で学んだ知識を、専用の課題を使用しながら段階的に定着度を確認することで、
『今、学んだ知識』が、課題攻略の『どこに活かされる』のか、を直接リンクさせます。

大幅改訂 知識と課題を使用した実践力の早期修得

基準点クリア講座では毎回、時間配分に重点を置いた作図実習を実施します。
この時期に正しい手順、各段階の時間間隔を徹底して繰り返し指導します。

大幅改訂 作図力の徹底的な強化

計画の要点記述についても、講義で学んだ知識を、実際に実習で使用した課題で確認（実習）を行います。
『今、学んだ知識』を用いて、記述することの『合理性・有効性』を体感し、確実に記述力の定着を図ります。

大幅改訂 説明できるレベルまで要点記述力を引き上げる

質疑応答を兼ねて受講生の理解状況を事前に把握することで、
自教室の習熟レベルに合わせ『弱点克服』に重点をおいた講義を実施します。

新規設定 グループミーティング（設備計画の理解状況を確認）

①設備の『原理・原則』を学習（わかる）     
　→ ②複数の設備方式が指定された専用課題を用いて、実際に設備計画を実施（できる）
③採用した設備計画を記述（説明できる） 
　→ ④同じ課題で条件を変えて異なる設備方式の計画を行うことで、それぞれの違いと使い分けを学習（応用できる）

大幅改訂 設備計画実習 わかる→できる→説明できる→応用できるレベルへ

設備は、特に苦手な受講生が多く、完全理解に時間がかかるため当日は再度グループミーティングを行います。
『わかったつもりを無くす』よう、理解度の確認と質疑応答を徹底し、当日完全理解を図ります。

新規設定 グループミーティング（当日完全理解の徹底）

質疑応答を兼ねて受講生の理解状況を事前に把握することで、
自教室の習熟レベルに合わせ『弱点克服』に重点をおいた講義を実施します。

新規設定 グループミーティング（構造計画の理解状況を確認）

例年、梁伏図経験がない受講生も多く、『原理・原則』の講義後は
基本（できる） ⇒ 実践（使える） のステップアップ方式で知識定着を図るカリキュラムに大幅改訂

大幅改訂 構造計画実習 わかる→できる→使える・説明できるレベルへ

①自己プランで梁伏図・断面図を作図し、確実なフレーム（架構計画）の理解度と定着度を確認します。
②X方向、Y方向の２方向切断トレーニングにより構造フレームを立体的に構成するために必要な知識の理解度と定着度を確認します。

強化改訂 作図実習

『わかる』⇒『できる』⇒『表現豊かに描ける』を実践レベルで
確認しながら習得できるカリキュラムに大幅改定

総合診断講座

基準点クリア講座 1回目

基準点クリア講座 2回目

基準点クリア講座 3回目

・ 受講生の持続的精神力を確保。全員合格を目標にみなさんの力を集結して合格にむけた指導を行います。
・ 受講生のモチベ－ション維持は自分の力でやりきることが必須。それをサポートするコ－チングを実施します。
・ 講師側が一人ひとりを見て、考えて、個人に合った（または足りない部分の）指導をします。
・ 確実な出席、課題提出を徹底します。＋αのフォローアップで受講生に「何をやったらいいかわからない」という状態にはしません。
・ 受講生個々の能力の把握とそれに対する指導を実施。受講生が貪欲に指導を求める教室づくりに努めます。
・ 宿題をこなすためのスキームを早い段階で受講生に伝え、理解してもらうことで、高い学習意欲と学習姿勢を根付かせます。
・ 一方的な指導ではなく、受講生同士で効果的な学習方法を教えあえるような環境を提供します。

受講生「全員合格」のために

・ 本試験の新傾向対策を完璧にします。
・ 「どう考えて進めたのか、どう考えるべきなのか」を講師の実演を交えて説明します。
・ 講座の課題の中で発生した読取りのミスを、グループで分析し、ミスを犯さない手法や意識を共有します。
・ 読取りミスの発生要因とその防御策を、なるべく具体的に指導するよう心がけます。
・ 毎課題を本番のつもりで「いつもと一緒はない」「最初の読み取りの30分に人生をかけよう！」と、絶えず意識させます。
・ 「課題の主旨」は赤ペンで再マーキングするなどの具体的な指導で、読み落としは絶対にさせません。

合否を分ける最重要スキル「読み取り指導」

・ 様々な考え方のパターンを提示し、受講生の応用力を広げます。
・ 良く出来ている受講生のエスキスを説明してもらうことで、自分に欠けている点の把握、改善を図ります。
・ チェックの重要性を理解してもらい、自身の予定時間内で必ず完成できるよう徹底指導します。
・ 必要なプロセスをグループで検証し、復習作業を確実に行います。
・ 全体構成をバランスよくまとめるエスキスを指導します。
・ 前半戦、時間がかかってもエスキスプロセスシートを作成してもらい、エスキスの基礎が身につく指導を徹底して行います。

建築士の必須能力であるプランニングスキル「エスキス指導」

・ 作図スピード、精度についても強く要求していきます。決して「こんなものでいい」と言う妥協はしません。
・ 作図表現が苦手な受講生に早い時期から明確な作図・文字の指導を行います。
・ スピ－ドが上がらない受講生には、再度作図に取り組んでもらい「精度＆密度⇔時間遵守の繰り返し実習」で成果を出していきます。
・ 精度、時間配分、補足、プレゼンテーション表現において、「常に他の受講生の上をいく」高い意識を持ち続けていただきます。

プレゼンテーションの必須スキル「作図指導」

・ 記述対策として全課題で断面図にダクトルートの図示を実施します。
・ 初歩的なミスを絶対にしないように、繰り返し指導します。
・ 課題で出題された設問の徹底的な復習、想定外の出題への判断力と瞬発力のトレーニングを行っています。
・ 全ての受講生の解答例（コピー）を全員に配付して、ミスの共有化を図り、完成度の向上につなげます。

建築を総合的にまとめ上げる知識「要点記述指導」

・ 受講生学習状況にあわせて内容を絞って指導します。
・ 添削図面の指導内容を必ず確認してから、当日実習を行います。
・ 他人のミスも「次は自分のミスになるかもしれない」と言う意識を共有します。
・ 「絶対にやってはいけないこと」と、その他の優先順位を明確に伝え、全員の添削結果を共有します。
・ 何が重要な項目なのかを伝える添削を心がけます。
・ 添削にメリハリをつけ、説明しなくても十分理解できるよう「ていねい」かつ「高密度」な赤入れ、修正案の提示を行います。

個々のレベルに合わせた「添削・採点指導」

総合診断講座
基準点クリア講座 1～3回目


